
皇

室

事

項

官
庁
報
告

氏
名
年
齢
所
属
団
体
名
及
び
当
該

所
属
団
体
に
お
け
る
地

位
略
歴
備
考

平成™œ年˜月˜Ÿ日 金曜日 第œ ��号官 報
御
見
舞
電
報

天
皇
陛
下
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
国
二
聖
モ
ス
ク
の
守
護
者
国
王
の
御
病
気
に
つ
き
、
一
月
十
六
日
御
見
舞
電
報
を

発
せ
ら
れ
た
。

御
祝
電
及
び
御
答
電

天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
四
年
に
際
し
、
一
月
九
日
オ
マ
ー
ン
国
国
王
陛
下
か
ら
天
皇
陛
下
へ
御
祝
電
を
寄
せ
ら
れ
、

こ
れ
に
対
し
同
月
十
六
日
御
答
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

歌
会
始
の
儀

一
月
十
六
日
午
前
十
時
三
十
分
、
宮
中
に
お
い
て
、
歌
会
始
の
儀
を
行
わ
れ
た
。

御
製
、
御
歌
、
皇
族
の
詠
進
歌
、
召
人
及
び
選
者
の
詠
進
歌
並
び
に
選
歌
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

立

御

製

万
座
毛

ま
ん
ざ
も
う

に
昔
を
し
の
び
巡
り
行
け
ば
彼
方
あ
が
た

恩
納
お
ん
な

岳
さ
や
に
立
ち
た
り

皇
后
宮
御
歌

天あ
め

地つ
ち

に
き
ざ
し
来
た
れ
る
も
の
あ
り
て
君
が
春
野
に
立
た
す
日
近
し

東

宮

幾
人
の
巣
立
て
る
子
ら
を
見
守
り
し
大
公
孫
樹
の
木
は
学
び
舎
に
立
つ

東

宮

妃

十
一
年
前
吾
子
の
生
れ
た
る
師
走
の
夜
立
待
ち
月
は
あ
か
く
照
り
た
り

文
仁
親
王

立
山
に
て
姿
を
見
た
る
雷
鳥
の
穏
や
か
な
様
に
心
和
め
り

文
仁
親
王
妃

紀

子

凜
と
し
て
立
つ
園
児
ら
の
歌
ご
ゑ
は
冬
日
の
部
屋
に
あ
か
る
く
ひ
び
く

正
仁
親
王
妃

華

子

蕗
の
た
う
竹
籠
も
ち
て
摘
み
ゆ
け
ば
わ
が
手
の
平
に
香
り
立
ち
き
ぬ

崇
仁
親
王
妃

百

合

子

俄
か
に
も
雲
立
ち
渡
る
山
な
み
の
を
ち
に
光
れ
り
つ
よ
き
稻
妻

憲
仁
親
王
妃

久

子

冬
晴
れ
の
雲
な
き
空
に
そ
び
え
立
つ
雪
の
大
山
い
と
も
さ
や
け
き

承
子
女
王

立
ち
ど
ま
り
募
金
箱
へ
と
背
伸
び
す
る
小
さ
な
君
の
大
き
な
気
持

典
子
女
王

庭
す
み
に
ひ
そ
や
か
に
立
つ
寒
椿
朝
の
ひ
か
り
に
花
の
色
濃
く

絢
子
女
王

冴
え
わ
た
る
冬
晴
れ
の
朝
畦
道
に
き
ら
き
ら
光
る
霜
柱
立
つ

召

人

岡
野

弘
彦

伊
勢
の
宮
み
代
の
さ
か
え
と
立
た
す
な
り
岩
根
い
は
ね

に
と
ど
く
心し
ん

の
み
柱

選

者

岡
井

隆

や
う
や
く
に
行
方
見
え
来
て
た
め
ら
ひ
の
泥
よ
り
わ
れ
は
立
ち
上
が
り
た
り

選

者

篠

弘

ゆ
だ
ぬ
れ
ば
事
決
ま
り
ゆ
く
先
見
え
て
次
の
会
議
へ
席
立
た
む
と
す

選

者

三
枝

昂
之

す
ず
か
け
は
冬
の
木
立
に
還
り
た
り
ま
た
新
し
き
空
を
抱
く
た
め

選

者

永
田

和
宏

百
年
ば
か
り
寝
す
ご
し
ち
ま
つ
た
頸く

び

を
立
て
亀
は
春
陽
に
薄
き
眸め

を
開あ

く

選

者

内
藤

明

遠
き
日
の
雨
と
光
を
身
に
湛
へ
銀
杏
大
樹
は
ビ
ル
の
間
に
立
つ

労

働 選

歌
（
詠
進
者
生
年
月
日
順
）

北
海
道

佐
藤
マ
サ
子

õ
搏
き
て
白
鳥
の
群
れ
と
び
立
て
り
呼
び
合
ふ
声
を
空
へ
ひ
ろ
げ
て

埼
玉
県

若
谷

政
夫

ほ
の
白
く
慈
姑
く
わ
ゐ

の
花
の
匂
ふ
朝
明
日
刈
る
稻
の
畦
に
立
ち
を
り

静
岡
県

青
木

信
一

自
画
像
は
い
ま
だ
に
未
完
立
て
掛
け
た
イ
ー
ゼ
ル
越
し
の
窓
が
春
め
く

新
潟
県

宮
澤

房
良

何
度
目
の
雪
下
し
か
と

ね
ら
れ
息
を
と
と
の
へ
降
る
雪
に
立
つ

群
馬
県

鬼
形

輝
雄

い
つ
せ
い
に
蚕
は
赤
き
頭
立
て
糸
吐
く
刻
を
ひ
た
す
ら
に
待
つ

新
潟
県

ˆ
橋

健
治

吹
く
風
に
向
へ
ば
力
得
る
や
う
な
竜
飛
岬
の
海
風
に
立
つ

福
島
県

金
澤

憲
仁

安
達
太
良
の
馬
の
背
に
立
ち
は
つ
秋
の
空
の
青
さ
を
ふ
か
く
吸
ひ
込
む

栃
木
県

川
俣

茉
紀

ネ
ク
タ
イ
を
ゆ
る
め
ず
走
る
君
の
背
を
立
ち
止
ま
ら
ず
に
追
ひ
か
け
る
か
ら

大
阪
府

瀬
利
由
貴
乃

人
々
が
同
じ
時
間
に
立
ち
止
ま
り
空
を
見
上
げ
た
金
環
日
食

東
京
都

太
田

一
毅

実
は
僕
家
で
カ
エ
ル
を
飼
つ
て
ゐ
る
夕
立
来
る
も
鳴
か
な
い
カ
エ
ル

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
第
５
条
の
規

定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

今
般
、
愛
知
労
働
局
の
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者
土

肥
和
則
の
辞
任
の
申
し
出
に
伴
い
、
労
働
保
険
審
査
官
及

び
労
働
保
険
審
査
会
法
（
昭
和

3
1年
法
律
第

1
2
6号
）
第

５
条
及
び
同
法
施
行
令
（
昭
和

3
1年
政
令
第

2
4
8号
）
第

２
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
欠
の
関
係
労
働
者
を

代
表
す
る
者
を
指
名
し
た
い
の
で
、
資
格
あ
る
労
働
者
団

体
は
、
下
記
に
よ
り
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者
の
候
補

者
を
推
薦
さ
れ
た
い
。

平
成

2
5
年
１
月

1
8
日厚
生
労
働
大
臣
田
村
憲
久

記
１
推
薦
資
格
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
が
加
入
し
て
い

る
労
働
者
団
体
で
あ
っ
て
、
愛
知
労
働
局
の
管
轄
区
域

内
に
組
織
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
推
薦
手
続
推
薦
に
当
た
っ
て
は
、
別
紙
様
式
の
推

薦
書
の
正
本
及
び
副
本
に
履
歴
書
２
部
を
添
付
し
て
提

出
す
る
こ
と
。

３
推
薦
締
切
日
平
成
2
5年
２
月
１
日

４
推
薦
書
及
び
添
付
書
類
の
提
出
場
所
愛
知
労
働
局

職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

様
式

平
成

年
月

日
厚
生
労
働
大
臣
殿
団
体
名
及
び
そ
の
代
表
者
名
印

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
第
５
条
の

規
定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者
の
候
補
者
と

し
て
、
下
記
の
者
を
推
薦
し
ま
す
。
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